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仮に LINE 利用学生が友人関係に依存する傾向にあるならば，LINE 利用学生の方が誘いを断ら
ないはずである。つまり，LINE 利用学生の方が付き合いがよいはずである。結果は，この予想通
り，LINE利用学生の方が，友人からの誘いには応じる（「誘いに乗る」もしくは「どちらかという


































































































⑴ 「LINE利用者，４億人突破 開始から２年９か月で」『朝日新聞』2014 年４月２日．
⑵ 総務省（2013）『平成 26 年版情報通信白書』p. 138,(http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/
whitepaper/index.html)〈2014.8.6確認〉
⑶ 同上書 p. 182．
⑷ 「つながり依存」は，NHKのクローズアップ現代で 2012 年 10 月 22 日に放送された「つながりか
ら抜け出せない――ネットコミュニケーション依存」から着想を得ている。
⑸ 「つながる大学生 メールは時代遅れ!?」『朝日新聞』2014 年５月４日．
⑹ 森田洋司・清永賢二『いじめ』金子書房 1986．
⑺ 土井隆義『友だち地獄――「空気を読む」世代のサバイバル』筑摩書房 2008 p. 23．
⑻ 同上書 pp. 16-17．
⑼ 同上書 pp. 31-32．




⑿ 同上書 p. 111．
⒀ 同上書 pp. 119-125．
⒁ ここで鈴木は該当する先行研究として，辻大介「若者コミュニケーションの変容と新しいメディ
ア」橋元良明・船津衛『子ども・青少年とコミュニケーション』シリーズ情報環境と社会心理３ 北
樹出版 1999をあげている。それ以外にも，浅野智彦『検証・若者の変貌――失われた 10 年の後に』
勁草書房 2006 が若者の「選択的関係」に言及している。
⒂ 鈴木 前掲書 p. 124．
⒃ 土井 前掲書 pp. 46-48．
⒄ 尾木直樹・諸星裕『危機の大学論──日本の大学に未来はあるか？』角川書店 2011．
⒅ 同上書 p. 14．
⒆ 結果として，政治経済学部学生が 41.1％，人間福祉学部学生が 34.1％，人文学部学生が 24.5％と
なり，政治経済学部に偏った。また，秋学期に実査をしたということもあり，回答者の学生は１年生














（Q2），SNS 利用頻度（SQ3），SNS 利用目的（SQ4），SNS 利用での気持ちの変化（SQ5）を設定し
た。その他にフェイスシートとして，学部，学年，年齢，性別，国籍，居住形態を設けた。
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Are University Students Really Afraid of Loneliness? :
Seigakuin University Students in 2012
Suzeri YOKOYAMA
Abstract
This paper reveals independence in communications between Seigakuin University students
which interdependent relations between friends tends to obscure.
Recently, several researchers have said that young people are dependent on friendships which
are conducted through mobile phone mails and who are afraid of loneliness. However, personal
research on 331 Seigakuin University students in 2012 showed them to be able to plan events and
to initiate and carry on conversations independently, providing evidence that such students are
not dependent on friends in communicating with others.
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